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【考察】

○

○

○

○

　
１学期と比較して、「あてはまる」の回答数の変動はどの項目も－２～＋２の間に収まっているが、「あてはま
る」を選択している先生が減っている項目が多い。

２学期は、項目７の「キャリア教育」、項目17、18の「小中連携」で「あまりあてはまらない」と感じている先生が
いた。１学期に小学校の先生が授業参観に来られ、それ以降、学校として一緒に何かをする機会が無かっ
た。１月の小中合同研修会では、小学校の授業参観後、話合いの時間を設けて、情報共有していきたい。

項目７の「キャリア教育」は、１学期も低い項目だった。３年生は高校進学に向けて、進路学習が充実してい
る。２年生は職場体験学習を行ってから期間が空き、１年生はそのような時間があまり取れていない。道徳の
授業でも、キャリア教育を取り扱った題材があるため、教員がねらいを意識して授業を行うことで変わってくる
と思う。また、３年生が受験の時期になったため、１・２年生も高校に対する興味関心が高まってきている。３
学期に、自分の将来の夢や進路を意識して高校調べ等を行い、キャリア教育を充実させたい。

高中祭で３年生が人権劇を行ったが、項目５の「人権・同和教育」は下がっている。本校は人権参観日がな
く、同和問題を取り扱う機会が少ない。来年度は人権参観日を行い、学校として人権・同和教育に力を入れて
いきたい。

１　松山の授業モデルをもとに、分かる喜び、共に学
　ぶ喜びを実感できる授業を行っている。

２　アナログとデジタルそれぞれのよさを適切に生か
　した授業改善に取り組んでいる。

３　児童生徒の学力や体力の状況を把握し、それら
　の充実に向け計画的に指導を行っている。

４　地域に根ざした教育を行い、郷土を大切に思う児
　童生徒の育成に努めている。

５　人権・同和教育の視点に立ち、いじめや差別を許
　さない意識や態度を育てている。

６　生徒指導体制の見直しを行い、児童生徒の実態
　に応じた適切な指導を行っている。

７　将来に夢をもち、自分の進路や生き方について考
　える児童生徒を育てている。

８　けが等の防止について適切な指導を行うととも
　に、安全な環境づくりに努めている。

９　家庭と連携しながら環境衛生の維持・改善を行
　い、児童生徒の健康保持・増進に努めている。

10　学校は、換気や手指衛生などの基本的な感染
　症対策を行っている。

11　特別支援教育の視点をもって取り組み、個に応
　じた配慮や指導を適切に行っている。

12　管理職や学年主任等を中心とした組織的な対応
　を行っている。

13　分かる授業づくりや、様々な教育課題への対応
　に向けて、積極的に研修に取り組んでいる。

14　教育活動の充実に向けて地域や保護者と連携・
　協力している。

15　学校・学年だよりやホームページ、配信システム
　等により、積極的に情報を発信している。

16　言語活動の充実及び展掲示の工夫等の環境整
　備に努めている。

17　高浜小と連携し、生徒の学校生活に対する不安
　感の軽減を図っている。

18　高浜小と連携して生徒への理解を促進し、系統
　性を重視した学習指導を行っている。

１学期（教員） ２学期（教員）


